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はじめに 

 法人化されて国立大学法人となった本学の中期目標に

掲げられた「e-ラーニング」という言葉がどうも理解さ

れていない。広義の「通信教育」でもないらしいし、要

するに停電では機能しない環境らしいという程度の理解

が一般的である。 

 現場の小中学校ではいわゆる「絶対評価」への移行に

伴い、個人内評価の研究と少人数制による個別指導に重

点がおかれる。教師の仕事は複雑になってきている。も

ともと音楽実技の指導は集団ではなく、個人レッスンを

基本とした個別指導が一般的であり望ましいことは周知

の通りであるが、この個別化に応えるのが「e-ラーニン

グ」の一つの機能であることは理解されているのだろう

か。 

「e-ラーニング」は元来、企業教育で用いられた概念で

あり「学習コンテンツによる枠組み」と「自学自習が中

心」というコンセプトは本学の実技教育研究指導センタ

ーの指導とピッタリ相似であり、違和感が無い。 

大学が目指す「e-ラーニング」はこれを「授業コマによ

る枠組み」「授業支援の機能中心」にアレンジしたもので

あり「効率化」と「情報化」を最終的な狙いにしている

と推察される。さらに本学では「教務システム」までも

連動させようとしている。その結果 

 履修登録 

 レポート提示／提出 

 教材配布 

 シュラバス登録 

 休講／教室変更／重要事項等の通知 

 出席および成績の登録／管理 

 掲示板（授業ごと／全学） 

 授業評価（学期毎公式評価／授業単位で任意に実施

できるアンケート 紙と選択可） 

 利用者認証（学内統一の ID とパスワード） 

 携帯にも対応 

などのサービスをも包含するようである。 

 

 実技教育研究指導センターにおけるピアノのグレード

テストや実技指導にこのコンセプトは早くから導入され

ており、CAPIS(Computer Assisted Piano Instruction 

System)として 1984 年に筆者が開発し、稼動させてきた

ピアノ指導システムはまさしく「e-ラーニング」のはし

りであった。 

CAPIS はフロッピーディスクによる教材群と同じくフロ

ッピーディスク（５インチ仕様）によるオフライン・イ

ンストラクションシステムで構成され、その「ピアノ自

動演奏システム」は「自動演奏ピアノ」としてピアノプ

レーヤーの商標で市販され普及している。 

 皮肉なことではあるが「教材提示」の機能だけが、Ｃ

Ｄ等と同様な「再生メディア」として一人歩きしてしま

ったのである。しかし、演奏分析などの目的のためコン

ピュータによる演奏評価を利用した学生も多くあった。 

 今日市販される高級電子ピアノの多くに「ひとりで学

べる」機能が添加され、鍵盤上の光るＬＥＤを追いかけ

るだけで正しい音が弾けるとか、間違えると伴奏がそこ

で止まるなどの機能はすべてこの CAPIS が原点である。 

 自学自習こそが実技教育研究指導センターの原点に有

る以上「e-ラーニング」か何らかの学習支援のためのシ

ステムの必要性は開学当初から考えられて来た一つの実

践例と言えよう。 

 そこで、CAPIS に至るまでの経緯やそれに始まる実技教

育研究指導センターのピアノ指導やグレードテストにつ

いて再検証すると共に新たな改善や企画をも模索しつつ

実技教育研究指導センターにおける「e-ラーニング」の

実践を論じたい。 

 

１，シンセサイザーの利用 

 今でこそ英語の辞書に「Synthesizer」という言葉が掲

載されるようになったが、それは１９８０年代後半から

である。筆者が世界で最初にこれを音楽教育の世界に応

用することを考案し、実用化に成功したのが１９７５年

である。 

 当時の勤務地であった神戸大学教育学部附属明石中学

の教育実践にこれを用い、縦笛や鍵盤ハーモニカ等の簡

易楽器を教育用楽器とする当時の風潮を打破し、文部省

をも動かしてシンセサイザーを世界に先駆けて教育用楽

器として位置付けさせた経緯がある。 

 電源を必要とするが、固有の音色や演奏法が無いこの

楽器は、学習内容に応じてその音や制御方法を変えるこ

とで楽器奏法の修得を目標としてきた当時の音楽教育に

方向転換を迫る多大なる影響を及ぼし、「個性化」「個別
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化」の教育へと音楽教育を方向転換させるきっかけとな

ったのである。本学で考案した小型鍵盤式シンセサイザ

ー６台を一体化した「アンサンブル・オルガン」はその

後日本の小学校の音楽教育を塗り替えてしまったのであ

る。また、このシステムはドイツの音楽教育で今盛んに

用いられている。 

 さらにこのアンサンブル・オルガンを MIDI 信号でコン

ピュータとネットワークさせた CMI ソフト「HyperMIDI 

Lesson」は兵庫県の揖保小学校のために筆者が開発した

Hyper Card によるプログラムであったが、同校の研究発

表（1993 年 11 月）を期に全国で利用されることなった。

（この件は本ジャーナル９号 p.29-35 に詳細発表） 

 

 シンセサイザーは当時ロック・ミュージッシャンなど

の間では演奏用楽器として定番になっていたが、筆者は

シンセサイザー・オーケストラとしてクラシック音楽の

表現のための研究を継続してきた。 

 また CMIのための楽器としてMIDI信号が使えるのでシ

ンセサイザーを音楽教育のためにも使えると考えたので

ある。 

 今日携帯電話の音源などに使われるワン・チップ・シ

ンセサイザーはコンピュータ用音源の発展系であるが、

このコンピュータによるMIDI音源の演奏はDTM(Desk Top 

Music)という筆者が命名した環境で音楽教育の「e-ラー

ニング」として小中学校の現場ではかなり普及してきた。 

 実技指導や演奏をどう「e-ラーニング」で展開するか

という問題はこのシンセサイザーやMIDIによって解決し

たのである。 

 神戸大学教育学部附属明石中学による10年余におよぶ

実践はその後筆者が本学に転任後も全国に波及していっ

たのであるが、筆者は CAI ではなく CMI として研究を継

続してきた。 

 

２，コンピュータによる音楽教育 

 

 DTM ソフトとコンピュータがあれば音楽教育が出来る

とは筆者は考えていない。本来音楽室に必要なのはずら

りと並んだコンピュータではなく、楽器や歌うための設

備である。もしコンピュータが音楽教室に有るとしても、

教師のそばに１台あれば十分である。この思想で構築さ

れたのがアメリカで目下進行中のＭＩＥ（Music In 

Education）である。小さなマッキントッシュ１台と MIDI

キーボードが16台で構成されパッケージとなった教材で

まさしく「e-ラーニング」が展開されているのである。 

そのキャッチフレーズは"Untill today,school music has 

been taught by the book"である。教科書だけに依存して

きた音楽教育に対してＭＩＥは145項目のカリキュラムを

コンピュータを使ってマネージする。同時に扱える生徒の

数は３０人で、アメリカの標準学級定員と合致するが、基

本は学級ではなくナン・グレーディッドシステムで、何を

教えたいときはどのカリキュラムを使うかを選択する。 

 

 その教えるべき内容は次の11項目から選ばれる。 

①Duration:Rhythm（音符の長さとリズム） 
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②Pitch:Melody（音の高さと旋律） 

③Harmony（和音と和声） 

④Texture（構造） 

⑤Form（形式） 

⑥Timbre（音色） 

⑦Dynamics（強弱） 

⑧Articulation（フレーズ表現） 

⑨Context&Style（流れとスタイル） 

⑩Expression（表情） 

⑪Keyboard（鍵盤） 

 まるで音楽大学のカリキュラムのようであるが、実際に

はこの11項目はさらに細かく分類されており、例えば①で

はBeat,Tempo,Tempo Making,Duration,Rhythmic Pattern

等に分かれていて拍や拍子をはじめとする学習のための

教材がＭＩＥ-1と呼ぶ生徒用キーボードのパーカッショ

ン機能を駆使して展開できるようにMIDI教材が用意され

ている。またこれらのカテゴリーは145項目のモジュール

と呼ぶ教材群で構成されており、例えば①では1 4 5 14 15 

16 19 22 31 35 37 38 41 57 62 64 82 84 97 113 114 115 

127 138という番号のモジュールの中から能力に応じて選

択できるようになっている。 

 教材を構成するソングも例えば最初に用いられる"New 

River Train"では①②⑤の項目を含む教材として計画され

ており、主題構成も題材構成からも授業ができるようにな

っている。 

 このシステムは筆者が提唱するＳＭＬのＳとＭの関係

を有機的に学習させると共に、Ｌにも影響を及ぼす活動が

うかがえる。 

 その意味でこのＭＩＥの特長の一つはカリキュラムに

あることがわかる。使用される楽曲も「20世紀の音楽」「バ

ロック」「ブルース」「ジャズ」「ブロードウェイ」「ク

ラシック」「フォーク」「ゴスペル」「映画音楽」「ポッ

プ」「ルネッサンス」「ロマン派」「世界の音楽」等に分

類され、日本のような「歌唱教材」は見あたらない。一つ

のモジュールは40分で完結するように考案されているが、

１時間の中に複数のモジュールを組み合わせることもで

きる。 

 さて、ハードウエアの方であるが、16台のＭＩＥ-1（多

分現在はモデルチェンジしていると思われる。）と呼ばれ

る電子キーボードとMacintosh（機種は問わないが、ハイ

パーカードが使えるもの）、アップルトークで数珠繋ぎさ

れたＭＩＥ-1キーボード、OHPとCDプレーヤーとそれらを

コントロールするリモコンおよびオーディオシステムか

ら成り立っている。 

子機と親機の間はMIDIケーブルとオーディオケーブルで

接続されており、教師の声やオーディオソースはアナログ

回路を通してＭＬのように使われると共に、MIDI回路では

すべての子機のイニシャライズから、出席確認、レスポン

スアナライザーなどのインタラクティブな回路を構成し

ている。 

Windows華やかな昨今であるが、当時GUI環境でアイコン

をクリックするだけで作業ができるコンピュータはマッ

キントッシュしかないので未だに現役で使えるのである。 

 もともとWindows機はCPUがMacとは全然異なるか
ら音楽やMIDIの世界では今でもMacが圧倒的に強いの
である。両者にはいわば２サイクルエンジンと４サイク

ルエンジンの違いのようなものが有り、同じクロック数

なら理論的にはMacの方が２倍速く動く。このＭＩＥも
そろそろハードシステムはモデルチェンジの時期に入っ

てきたがハードシステムに DVD などのシステムが加わ
れば視覚的な教材も OHP に代わって補強されることで
あろう。 
★ＭＩＥはMIDIを利用したＭＬ 

 ＭＩＥのハードウェアは16台のＭＩＥ-1と呼ばれるポ

ータ・トーンとMacintoshコンピュータ､CDプレーヤーから

成り立っている。このＭＩＥ-1キーボードはヤマハの

DSR2000やPSR47等でも代用できるようになっており、予算

に応じた構成も可能であるが、オーディオ信号の処理等で

はＭＩＥ-1にしか無い機能があり、基本的なコンセプトは

ＭＩＥ-1によって実現する。 

 また、コンピュータもマッキントッシュなら機種を問わ

ないが、ハイパーカードが利用できる機種でなければなら

ない。 

コンピュータはリモート・コントローラ（ＣＤプレーヤー

用）で遠隔操作ができるようになっており、そのためのリ

モコン用のディバイスを接続しなければならない。

AppleTalkから出力されるMIDI信号はディジーチェンにな

っており、すべてのＭＩＥ-1キーボードに順に接続されて

いる。 

 システムを立ち上げると、自動的にすべてのキーボード

をチェックする。この時、ボイスメッセージがチェックさ

れているＭＩＥ-1キーボードの番号を音声で読み上げる。

そして、同時にすべてのキーボードがイニシャライズされ

るのは極めて親切な設計と言える。楽器のチェックに時間

を取られることが無いからである。 

 ＭＩＥ-1は基本的にはポータ・トーンであるから、99音

色が内蔵されているが、ＭＩＥとして使用するときは、14

音色だけが生徒の側から選択できるように制限してある。

しかし、教師側からのMIDI信号に対しては99音色すべてが

対応している。生徒の演奏はMIDI信号でＭａｃにそれぞれ

のチャンネルで送り込まれる。が、その演奏データを記録

保存はできない。（筆者の開発したハイパーMIDIレッスン

ではそれが可能）一方、生徒側のＭＩＥ-1には教師からの

演奏データがそれぞれの楽器のバッファに保存される。生

徒はそれに合わせて個別に練習をする。 

 また、ＣＤによるオーディオ信号は直接外部のオーディ



 4 

オ装置や個々のＭＩＥ-1の外部スピーカーを通して聴く

ことができるが、ヘッドホンを利用することもできるよう

になっている。 

 エクスプレッション・ペダルは用意されていない。従っ

てダイナミックスの指導は親機フロントパネル上の音量

つまみを使用するものと推察される。アンサンブル・オル

ガンの場合、個々の生徒にフット・ボリュームが付けられ

ていることと比較して、音楽的表現やアンサンブル学習に

対する配慮がハードの上でも無いことがわかる。 

 また、ＭＩＥ-1には専用のスタンドの思想がない。普通

の学習机の上に置かれるため、低学年の子供の場合、体格

の良いアメリカ人の子供でさえキーボードの高さが異常

に高くなり、人間工学的な配慮はなされていないことが判

る。 

 頑丈な作りのヘッドホンは、２人掛けのためＭＩＥ-1の

前面両端にあり、スピーカーを使用しないときに用いられ

る。 

 ＭＩＥ-1の最も大きな特徴は、キーボード・スプリッ

ト・ディバイダーと呼ぶオクターブ幅のカバーを鍵盤中央

にセットすると、自動的に上下の２オクターブが独立した

楽器になるということである。 

 MIDIチャンネルは16chで限界である（現在ではポートの

数を増やしてもっと多くのチャンネルを扱える。）。であ

るから30名の生徒のためには本来30以上のチャンネルが

必要であるが、一つのチャンネルをスプリット・モードに

することにより低音部と高音部をそれぞれ２オクターブ

のキーボードとして使用することができ、30（31）名まで

に対応しているのである。このことが、逆に個別の演奏保

存や記録を妨げているのであるが、人数を確保することで

妥協したようである。 

 ドイツなどで使用しているキーボードは MIDI を利用
していないので、人数に制限は無いが、ＭＩＥではコン

ピュータで管理するためには実用的な妥協を迫られたよ

うである。 
◆ ＣＭＩとしてのＭＩＥ 
 ＭＩＥはＭＬのような使い方もできるが、それが目的で

はない。そのボイスメッセージの機能をみるとＣＡＩのよ

うでもあるが、それをも目的としていない。 

 敢えて定義するなら、ＭＩＥはＣＭＩ（Computer Managed 

Instruction）である。教師の耳の数は２つでこれは未来

永劫変わらないが、子どもの数だけの音を聴かなければな

らない。ＭＩＥではどの子どもがどの音を（キーを）押し

ているかをＭａｃの画面上で同時に３０人分モニターで

きる。しかも、それを記録することもできる。勿論前にも

述べたように演奏データではなく、どの音を弾いたかと言

う記録ではあるが、従来のＭＬではタイムシェアリングで

しかできなかったことが、コンピュータのおかげで同時に

チェックできるようになったのである。このコンピュータ

による指導の管理はＣＭＩの特徴である。 

 ＣＭＩはコンピュータによる教育（指導）管理のシステ

ムであるが、個々の生徒の管理を主たる目的としている。

その意味でMIDIチャンネルやオーディオチャンネルによ

る個々の生徒とのコミュニケーション（ＭＬのようなマ

ン・ツー・マンの会話は想定していない）を、一斉授業の

中で個別的に管理ができるという特徴は大変優れた思想

であると言える。 

 ＭＩＥのソフトウェアはＭａｃのハイパーカードによ

って構成されている（Windows版では画面は似ているがシ

ステムが違う）。ホームカードには、これからしようとす

る作業のメニューが示され、画面上のアイコンで選択され

たカードへ進む。文字ではなくグラフィックスで示される

画面は、すべてアイコンによって操作するので教師のコン

ピュータ操作の技術は殆ど説明も練習も不要である。この

ことも大変重要な要素で、コンピュータに対する専門的知

識は限りなく深く、それをマスターしない限りコンピュー

タが使えないなら、道具としてのコンピュータは大変不便

なものと言える。その意味で、ハイパーカードの採用は妥

当な選択である。 また、ハイパーカードは少し馴れてく

ると自分でカードを追加したり拡張したりできるので、パ

ッケージ・ソフトに有りがちな閉鎖性が無い。そのため、

優秀な教師は自作の教材を組み込むことも可能である。ま

た、ハイパーカードによるソフトはバージョン・アップが

簡単なためシステム・アップが随時行えるという機動性も

期待できる。 

 従って、ＭＩＥは教師のためのソフトであると言っても

過言ではない。演奏能力の乏しい教師には、モデル演奏を

MIDIソースが支援し、閻魔帳とよばれる指導手帳に代わっ

て授業を中断することなく記録をコンピュータがやって

くれる。あれこれと選曲をしなくてもコンピュータでそれ

ができ、しかも、どのクラスでどの教材をどう使ったかは

ドキュメントとして記録され、授業記録や分析の役に立つ。 

 生徒の記録をスタック化すれば、プリントアウトするこ

とも可能になる。ハイパーカードには、それを扱う人のコ

ンピュータに対する知識技術のレベルに応じて５段階の

モードを設定することができ、未熟な操作や誤操作による

ソフトの破壊を防ぐためレベルを３に設定してあるのも

妥当である。 

 このMIEのコンセプトをハイパーカード以外のスクリプ

トで利用できればWindowsのシステムでも稼働が可能にな

り、もっと普及するものと思われる。 

 特にMIEのシステムが無くても生徒の教務上の管理は格

段に向上すると思われるが、筆者は現在本学の全学生のデ

ータベースを「ファイルメーカPro」を使用して構築して

おり、スクリプトも使えるので目下可能性を模索中である。 

 現状のスクリプトには映像やMIDIを取り込むスクリプ

トが無いが、時間の問題であろう。 
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 最初の画面では、左上から「レッスン・カード」「オク

ターブ・フィードバック」「ノート・フィードバック」「ホ

ーム・カード」下段左から「レコード・ブック」「カリキ

ュラム」「デモ」と並んでいる。 

 授業のメイン画面は「レッスン・カード」から開始する。

このカードには授業者の名前が付けられており、さらにど

のクラスを教えるのかによってスタックと呼ばれるカー

ド・グループが選択される。 

 画面の上には今日の日付と時間、左には棒グラフで示さ

れる時間（４０分計）。その横には現在までの授業の進行

状況。他のカードを呼び出すアイコンなどが表示されてい

る。ＭＩＥは教師が教室の中をグルグルと歩き回る設計に

なっているのでこれらの操作をリモコンでできるように

なっている。 

レッスンカードで本時の所をクリックするとさらに細か

く表示されその中のソングをクリックすると次の曲が表

示される。 

 さらにそのソングを中心とするCDやOHPシートを用意す

るよう指示が出される。 

 そして指導案にあたるものが示される。後はこれの通り

授業を進めても良いのであるが、教師の独自のプランを挿

入したり、ソングを組み替えたりする事も可能である。 

 次の画面は子どもの座席表であるが、レスポンスアナラ

イザーのようにも使える。 

 誰がどこに座っているかとか誰が欠席かだけではなく

誰が今どう弾いたかを鍵盤図の上に棒グラフで示すオク

ターブ・フィードバックや個々の生徒の固有名詞の横に弾

いた音が表示されるノート・フィードバックなどの画面は

レッスンカード（メイン画面）から随時呼び出すことがで

きる。 

 授業の記録はプログレスカードにモジュールごとに記
録される。サンディエゴ州立大学のJ.Mitzi Kolar博士の

考案によるこのカリキュラムはさらに改良されているよ

うである。 

 筆者が神戸大学教育学部附属明石中学に勤務していた

頃、ギターを用いたレッスンをしていたが、課題曲を１年

かけて弾けるように指導する際、誰が今どこまで弾けてい

るかとか、どこが難しいかを診断するため授業の終わりに

８０欄の０‐９をマークするマークカードで到達度や難

易度に応じて１‐最大８０小節目までマークさせ、何小節

目の達成度は何％かとか誰がどこで躓いているか等のデ

ータを次の授業までに情報化して指導に役立てたもので

ある。最近でも現場教師が授業の終わりに授業カードやア

ンケートを回収して指導に役立てる試みがあるが、ＣＭＩ

化することでもっと確かな情報が得られるのにまだ普及

しない。レスポンスアナライザやＯＨＰの原型を現場教師

が開発したパイオニア精神あふれる勤務地だったからこ

そ出来たのかも知れないが現場の歩みは遅い。 

 

３．CAPISの実践 

 開学当初６３台のアップライトピアノがすべて体育館

の中に設置され何ら音の遮断策も講じられないまる。す

ざまじい騒音状態の中で学部１期生の音楽の授業は開始

された。１９８３年芸術棟の完成と共にそれらのピアノ

は三階と四階のピアノ練習室に納められ、良好なる練習

環境が出来た。同年初代眞篠将センター長の下 CAPIS は

計画され特別設備費２５００万円で鈴木寛が開発し、す

べてのアップライトピアノに設置した。 

 

 当時自動演奏ピアノは戦前のロール紙によるものに代

わりマランツ社がそれをカセットテープに置き換えたも

のを使い、保存されていたガーシュイン自らの演奏等の

博物館的利用を中心として存在していた。 
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 このシステムの唯一そして最大の欠点は、ピアノを演

奏させるシステムであるにもかかわらず「ピアノ・フォ

ルテ」即ちベロシティーの再現が出来なかった事であっ

た。 

 その演奏はすべてフォルテとなり、繊細な演奏は望む

べくも無く、キャバレーや騒々しい環境での利用がもっ

ぱらであった。 

 鈴木はカセットテープではなく、ランダムアクセスの

可能なフロッピーディスクによるメディアを提案。さら

に演奏動作が記録できるセンサーを、鍵盤直下の圧電素

子によるものから、ハンマーの運動速度を検出する非接

触型光センサーによるものとし、ハンマーを駆動するソ

レノイド・コイルも人間のピアニストと同じ位のラティ

テュードを有するコンパクトで動作の静かなものを提案

すると共にアップライト・ピアノの宿命であるハンマー

がハンマーレストに戻ったときにバウンドして起こる打

鍵の空打ちを防ぐためのショックアブソーバーを提案す

るなど数々の提案を製造業者ヤマハ（当時日本楽器製造

㈱）に提案して製品化にこぎ着けたのである。その結果

６４段階のダイナミックの記録再現が可能になり、鍵盤

直下のセンサーでは察知できなかった「底まで押さない

打鍵」でも検知できるようになった結果、きわめて精密

な記録再現が可能となったのである。後にヤマハはこの

ピアノにピアノプレーヤー（アメリカでは Disklavier）

の商標をかぶせ市販したことからその名の方が有名にな

ってしまった。 

 ５インチのディスクはフレックスメモリ（フロッピー

ディスクは商品名であったため）と名付けられていたが

約１５曲のインデックスが作成できるため、本学草野次

郎教官の協力を得て、すべてのピアノ教材からグレード

テストに使えるものや当時指導に使っていたテキストの

曲をディスクに記録し、芸術棟事務室で学習者に貸し出

すシステムが実現した。 

 学習者は事務室でディスクを借り受け３，４階のすべ

てのピアノ練習室に設置されたピアノの上に乗っている

装置にディスクを入れ、収録された曲をインデックスか

ら選び、再生のボタンを押すだけで目の前のピアノの鍵

盤が勝手に動いて演奏を開始するのである。 

 従来の方法では先生にお手本を何回も弾いて貰って憶

えた行為が、何の気兼ねもなく何回でも目の前で再現さ

れるのであるから（しかもテンポは自由に変えられる）

その教材提示機能や範奏機能は画期的なものとなったの

である。録音された演奏と違い目の前の楽器がしかも鍵

盤が動いて鳴るのであるからその効果たるや歴然とした

違いがあった。 

 声楽や管楽器の伴奏を予め記録しておけば、伴奏者の

スケジュールを気にすることなくいつでも伴奏付きで練

習できるといういわば「カラオケ」的な用途も開発され

た。 

 また、学習者が自分の演奏をディスクで提出すれば、

間違えた箇所を検出したり、演奏の傾向を判定したりし

てコンピュータが「自動評価」するシステムも開発した。 

 ５分の曲を評価するのに５分以上かかるのが従来の人

間システムで会ったが、このコンピュータシステムでは

５分の演奏を数秒でチェック出来る。時間という人力で

は解決できない壁をこのシステムは破ったのである。勿

論コンピュータの行う評価は「形容詞」や「価値判断」

を伴わない客観的な査定に過ぎないのでその様な芸術的

評価は人間教師がもう一度自動ピアノで再現させて行う。 

 最初のマランツのシステムではそれぞれの鍵盤のオン

／オフを８８列の２進法で記録していたようなものであ

ったが、CASPIS ではそれぞれの鍵盤のキーコードと一緒

にオン・タイムとベロシティー、オフ・タイムを８ビッ

トの１６進数で表現する方式としたため、その後国際規

格であるMIDI規格が誕生してもスムーズに移行できたの

である。 

 ここで学習者の一連の流れを整理してみると、 

①練習課題の決定。 

②楽譜と対応するディスクの借り出し。 

③範奏による楽曲の完成イメージ形成。 

④練習。 

⑤自分の演奏をディスクに記録。 

⑥自分の演奏を聴く。 

⑦補正や修正を加えた再練習。 

⑧必要に応じてディスクを提出することで評価を受ける 

というのが一般的である。 

この②～⑧がオフラインによる「e-ラーニング」なので

ある。 

 このシステムに対する評価は自己評価も含めて画期的

であり、実用的であるということで、その後鳴門教育大

学他のいくつかの大学で設置された。1985 年このシステ

ムの市販モデルは MIDI（Musical Instrument Digital 

Interface）規格になり,ディスクも 2HD の 2.5 インチに

なり３０曲以上のインデックスも可能となった。また同

時にコンピュータのペリフェラル環境も同様になり、そ

れまでのＰＰモードから MIDI モードが普通となった。 

 このオフラインをMIDIによるオンラインとしたのが鳴

門教育大学のシステムであるが、MIDI 信号の上位４ビッ

トでは表現できるチャンネル数が１６チャンネルまでで

あるため、１６台のピアノに対してしか対応出来ない。 

 本学の６０台以上にも及ぶ練習室のピアノに対応する

にはこのチャンネル数の限界があるのと、信号線の総延

長が１５ｍを超えると信号が劣化するため使えない。そ

こで、あえて本学ではオフラインシステムとしたのであ

る。 

 やがて２０年近い歳月がたちＬＡＮの環境でこのネッ
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トワークが構築できるようになり、次世代 CAPIS ではＴ

ＣＰ／ＩＰでチャンネル数や総延長に関係なくオンライ

ン化出来る日は近い。 

  

４．自動伴奏の試み 

 世を挙げてカラオケの時代であるが、カラオケの歴史

をたどると、８トラックのカーステレオ用カートリッジ

を用いたアナログテープによるものが最初であるかのご

とき誤解があるが、実際はＭＭＯ(Music-Minus-One)レコ

ードが最初である。1950 年代にＬＰレコードが普及した

頃すでにこのＭＭＯレコードはピアノ協奏曲の練習用と

して市販されていた。問題はピアノ協奏曲に付きもので

ある、カデンツの間の空白をどうカウントするかとか、

モーツアルトのコンチェルトのように最初の数十小節が

ピアノソロであるような場合、伴奏の出るタイミングは

どうするかと言うことであった。この問題は空白の時間

にメトロノームの音を挿入するという安易な方法で回避

されていたのである。 

 本学の CAPIS の自動演奏機能がこのカラオケ的な使わ

れ方をするというのは開発当初から十分に予想されてい

た。当時のあらゆるカラオケを超える機能として①一時

停止機能②移調機能③可変速度などがすでに備わってい

たわけであるから、カラオケ機としても最先端であった。 

事実、ピアノプレーヤーの市販ソフトには膨大なカラオ

ケソフトが用意されることになった。 

 その後一般的なカラオケ機は通信カラオケになり、

MIDI 音源を駆動するものになったためこれら①②③の機

能は当然備わるものとなり、さらに任意のパートを消去

したり、音色を変えるなどの機能も加わることになった。 

 そこで、MIDI データによる伴奏ならば、外部信号でリ

アルタイムにテンポやその他がコントロール出来るシス

テムが可能になるはずであると考えるに至った。 

 1990 年代になって、ＩＣＭＡ(International Computer 

Music Association)が設立され、そのような研究も多く

発表されることとなった。 

 その発表の中でもカーネギー・メロン大学の Roger 

Dannenberg のシステム(1987 年 11 月発表)はトランペッ

トなどのアコウスティックな楽器音をMIDI信号に変換し

て、予め用意されている伴奏用 MIDI データとテンポをシ

ンクロナイズさせるという画期的なものであった。勿論

それ以前にも補助員がスイッチをクリックしながら演奏

者に同期させるものや、フットスイッチを自分でタップ

しながら同期させるシステムは存在していた。あるいは、

スタンフォード大学のマックス・マシューズ博士の考案

したラジオ・バトンのような平面センサー上でバトンを

動作させ、そのインダクタンスの変化を MIDI データに加

えてライブ演奏させるものもあった。しかし、それらは

いずれも直接演奏者の音から制御信号を取り出せるもの

ではなかったのである。 

 Dannenberg のシステムはコンピュータがあたかも人間

の演奏に耳をすませて伴奏を出力しているような感じで

音楽的でかつ自然なシステムであった。このシステムは

1995年にCoda社から市販されることとなったのであるが

主として管楽器奏者の練習に供される事が多かった。 

 管楽器のような単音楽器の音をMIDI信号に変換するこ

とは比較的簡単であるが、オーケストラやピアノのよう

な複数の音や和音をMIDI信号に変換するする技術は未だ

開発されておらず、筆者も数度にわたってこの技術を開

発すべく科学研究費の申請を行ったが理解が得られなか

った。 

 この困難な状況を極めて簡単に解決してくれるのが

CAPIS に使用した自動演奏ピアノである。自動演奏ピアノ

は付随的に MIDI 信号を発生させることができるため、そ

れを制御信号に変換することは極めて簡単なわけである。

技術的な壁は解決できるが、「自動伴奏」のためのアルゴ

リズムが極めて大きな課題として立ちはだかっていたの

である。つまり、音楽的に伴奏をするという自然科学で

は解決できないアルゴリズムをどうするのかということ

であった。 

 Frank Weinstock 教授（シンシナティ大学）の考案した

Concerto Accompanistは 1993年早稲田大学を会場とした

ICMC(International Computer Music Conference)で以下

のような主旨で発表された。(Abstract を抜粋) 

 Concerto Accompanist , a program for the Macintosh, 

provides an intelligent accompanist for a pianist 

learning a standard-repertoire piano concerto.  The 

pianist plays the solo part on a Disklavier(or any MIDI 

keyboard), and Concerto Accompasnist controls one or 

more MIDI synthesizers playing the orchestral 

accompaniments, following the tempo and dynamic 

changes of the soloist.  This is an update of the 

“music-minus-one” concept, the difference being 

that the orchestra follows the soloist, not the other 

way around.  It is a practical program to help 

pianists practice, and as of yet does not have serious 

performance or research applications. 

 ここで彼は決定的なＭＭＯとの相違点を強調している。 

伴奏がソロに合わせるという当たり前のことがカラオケ

では出来なかったのがこのプログラムではテンポやダイ

ナミックに至るまで追従すると言うわけである。 

 後に筆者はカラオケに対してこのシステムを「連れオ

ケ」と命名したが、人間伴奏者の動作や技術をアルゴリ

ズム化したという点でこの発表は極めて注目されたので

ある。 

①テンポ・トラッキング 

②ダイナミック・トラッキング 
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③ミュージカル・マーキング・システム 

を骨子とするこの技術が単音楽器ではなくピアノに応用

されていることに強い興味を持ち、これこそが CAPIS の

次のターゲットであるという確信を持つに至り彼と共同

研究することを開始した。 

 その結果①のテンポ・トラッキングの技術には Coda 社

の基本特許が大きな障害として立ちはだかっていること

が判明した。この基本特許の概念は日本には馴染みのな

い概念で、現実に実用化されていなくてもアイデアだけ

で特許権が発生するもので、多くの日本の技術がこの基

本特許に不利な妥協を強いられてきたのであるが、本件

でも前述の Dannenberg のシステムを買い取った Coda 社

が Frank Weinstock のアイデアに猛然と圧力をかけてき

たのである。Weinstock のシステムでは MIDI シグナルを

鍵盤楽器から受け取るというシステムであるというのと、

生演奏の現在演奏されている位置（小節や拍）を前後８

つのイヴェントから判定するDannenbergのシステムとは

根本的に異なる曲全体をいくつかのブロックに分割して

判定するシステムであることから、係争を避けたマイナ

ーチェンジを行い「Maestro」から「Home Concerto 2000」

へと名前を変えて市販されるに至った経緯がある。 

 Coda 社の特許に抵触するのを避け「タッピング」シス

テムを削除し、代わりに楽譜表示のシステムなどの改良

が加えられた。 

 本学でもこのソフトを用いた演奏は３回試みられ、最

初は1995年２月に本学講堂で行われた芸音の卒業演奏会

において学部学生岡朋子がモーツアルトのピアノ協奏曲

をパワーブックのオーケストラ伴奏で見事に演奏した。

２回目は1999年の音楽コース定期演奏会において学部３

回生のシンセサイザー・オーケストラ演奏の保科洋作曲

の「古祀」のかなりのパートを一人の学部生の指先のタ

ッピングでシンクロさせた。このノウハウを用いて MIDI

出力を持たないコンサート・グランドピアノによるシュ

ーマンのピアノ協奏曲のオーケストラを筆者の制御でオ

ーケストラ伴奏とした橋本澄子の演奏がある。アメリカ

ではこの方法でミュージカル「キャッツ」の地方公演が

行われている。 

 「連れオケ」こそが、本来の MIDI 自動伴奏の極致であ

ることが、これらの実践を通して十分に予想されるので

ある。 

 

５．次期 CAPIS の構想 

本学の CAPIS では鍵盤楽器の自学自習のシステムに重

点を置き、さらに、学習コンテンツとグレード・システ

ムを一体化したシステムで 20 年におよぶ歴史があり、基

礎研究は完了している。例えば MIDI 信号でピアノプレー

ヤーを鳴らすにはディジタル信号である打鍵情報を鍵盤

の下に埋め込まれたソレノイドコイルに１２８段階のア

ナログ信号に変換して伝える必要があり、その変換処理

のためのタイムラグが最大５００ｍ秒生ずるため信号を

送ってもすぐ鳴らない事は当初から解決困難な問題であ

ることはわかっていた。ソレノイドによる発音に頼らな

い電子ピアノにすればその問題は解決することが分かっ

ていたので次期 CAPIS は電子ピアノモデルとすることに

決定したのはそのことによるところが大きい。 

 

★次期 CAPIS はＣＡＩとＣＭＩの機能を有する画期的な

「e-ラーニングシステム」である。 

①現行のオフラインとは違いオンラインシステムである。 

②教師が指導するＭＬの機能も保持するが基本的には自

学自習のシステムである。 

③ネットワークを基盤とするサーバを中心に置く。 

④ＬＡＮのみならず遠隔地とも接続する。 

⑤学習ユニットをネット上で構成する。 

⑥ヘッドフォンによる閉回路システムである。 

⑦ユーザの利用状況を常に管理把握する。 

⑧音源・楽譜等をネットで提供する 

⑨個別の学習形態やグループの形態も自由にアレンジ出

来る。 

⑩自動伴奏機能を有し、それとのセッションが可能。 

⑪楽譜制作、編曲、作曲などの道具として利用可能。 
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⑫音楽ライブラリとして楽譜や音源を提供。 

⑬演奏分析・自動評価のソフトによるＣＡＩ機能。 

⑭機材・環境の状況を自動的に管理する。 

⑮ＭＩＥのようなＣＭＩ機能。 

★ サーバの容量は考えられる最大限（予算内の）のもの
とし、ＬＡＮ環境は TCP/IP Ethernet をはじめ MLAN

など可能な限り高速なものとする。 

★ コンピュータ操作は文字キーボードを使用せず可能
な限りタッチパネルと音声コントロールを用いる。 

★ ＣＰＵは安定の良い演算速度の早いもので、セキュリ
ティ面で脆弱性が少ない汎用マシンとするが、これら

は、トラブル時に置き換わるバックアップシステムも

並列に持つ。 

★ 楽器は電子ピアノの機能も有する電子キーボードと
し、８８鍵フルキーボード（ピアノタッチ）とし、MIDI

によるＩ／Ｆの他に USB2、IEEE インターフェイスや

MLan 等も視野に入れる。 

★ 子機専用コンピュータは本体ユニットは露出せず電
子キーボードに内蔵され、液晶タッチパネルからの制

御とする。 

★ 必須ソフトとしてHome Concerto 2000や Sibelius2、
Sol2 などの音楽ソフト。Windows Media Player, 

QuickTime 等のプラグインと それらを使用するソ

フト。通信やブラウザ等のインターネット・ソフト。

ＭＩＥのようなＣＭＩソフト。 

★ LOG 及び認証に関する管理セキュリティのソフト。認
証システムは学生の身分証明ＩＤカードによるもの

や顔認識まで広く発展性を視野に入れる。子機の電源

やシステムの On/Off には必ずこの管理システムを通

過する。 

★ 音声によるガイドを用意する。 
★ 映像・及び高品質な音声の記録再生ソフト。 
★ 周辺機器として将来は映像や音声の接続も可能にす
る。 

★ ＵＳＢメモリや各種メモリカードが使用できる環境
とする。 

★ 学内ルータの外側にファイアウオールを確立すると
ともに、バックドアのセキュリティをはかるために、

持ち込み機器の接続ができないようにする。 

★ 電子キーボードにより構成されるので、基本的には
「ヘッドフォンによる閉回路」である。ピアノ練習室

のような「視覚的にも孤立した環境」ではないので、

破損や損壊を意図的に行う者を排除でき、防犯的にも

有効である。 

 

⑬の演奏評価や分析のためのソフトは初代の CAPIS にお

いては次のような機能を持っていた。 

◎ 音の高さの誤謬に対するエラーメッセージ 

・ Miss touch error 本人の意志に反した打鍵 
・ Bad note error 誤認知による打鍵 
・ Bad rest error  休符の無視や挿入 
・ Missing note error 音符の不足 
・ Extra note error 音符が多すぎる 
・ Bad chord error 和音不正 
・ Bad signature error 調号無視 
・ Bad accidental error 変化記号無視 
・ Bad position error 音域誤認 
◎ 音の長さやタイミング、強さ等のエラー 
・ Irregular tempo error テンポ不整 
・ Illegal tempo error テンポ不正 
・ Illegal rhythm error リズム不正 
・ Bad beat error 拍子感不正 
・ Bad count error 音長不正 
・ Bad timing error 音符位置不正 
・ Illegal accent error 不正アクセント 
・ Bad level error 音量の過不足 
・ Illegal tracking error 演奏箇所の逸脱 
等であったが、これらの殆どのメッセージはリアルタイ

ムではなく、後日フロッピーディスクからのオフライン

処理で指摘されるシステムであった。 

 次期 CAPIS ではこれらのエラーメッセージをすべてリ

アルタイムに発生させ、ディスプレー上や音声ガイドで

学習者にアナウンスする。これで、「自学自習システム」

として「e-ラーニング」は機能する。 

⑦の「ユーザの利用状況を常に管理把握する」は無人サ

ービスシステムとして不可欠である。ユーザに対しては、 

・ 現在の CAPIS の利用状況 
・ 学習者個人の利用履歴 
・ 学習者が利用できる学習コンテンツの案内 
等を考えているが、センターには、 

・ 利用者のログ 
・ アクセス時間 
・ 使用した楽器や機器の健康状態 
・ 監視カメラによるモニタ記録 
・ ヘルプ・コールに対する対処 
等の機能を必要最小限備えたい。 

 メンテ不良の機器には自動的に電源の供給を停止し、

直前の利用者から事情を聴取できるようにするが、積極

的な故障申告システムを優先したい。 

 利用者のID認定は学生証のＩＤカードによるものとし、

センターとの連絡には携帯を含むメールシステムを基本

とする。初期画面からのメール送受信も可能なようにす

る。これらのコミュニケーション・システムに不備があ

ると「e-ラーニング」はうまく機能しないので万全の体

制で臨みたい。 

 この「e-コミュニケーション（筆者の造語）」は個人の
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携帯コミュニケーションツールの急速な普及により予想

も出来ない展開を見せている。 

 音声以外に文字、画像、動画、音楽などを含むインタ

ーネット環境が常時携帯できるのであるからこれとの連

携も模索する。 

 

６，e-コミュニケーション 

 実技教育研究指導センターセンターの大きな業務の一

つに「グレード・テスト」の実施がある。 

 ここ数年入学時に決定した学生用の E-Mail アドレス

（学籍番号@students.hyogo-u.ac.jp）を利用して各種の

アナウンスや連絡に使用してきたが、グレード・テスト

の通知や質問に関しての緊急のメールは週に一度の「情

報処理演習」の授業でメールを開けるまで徹底せず大変

困っていた。しかし、昨年度からほぼ１００％の保有率

を誇る携帯電話のメールと併用するようにした。 

 つまり、入学式の後のセンター・ガイダンスの時に楽

器経験の有無や出身高校などの調査と共に「携帯電話番

号」と「携帯電話メールアドレス」を紙票に記入させて

回収する。 

 この方法の問題点は、入学直後のため、まだ携帯電話

メールアドレスが確定していなかったり、誤記入するケ

ースがあった場合正しく把握するまでにかなり時間がか

かったり、初期設定のままだと、携帯メール以外からの

受信を制限していてこちらのメッセージが受け取れない

ケースが１／３くらいあったことである。 

 来年からは、配布する用紙にセンターのメールアドレ

スを印刷しておいて直接本人情報を発信させることにす

ればこの問題は軽減される。 

 従来学内に掲示してアナウンスしてきたが、この携帯

メールを使うようになってから徹底率が飛躍的に向上し

た・ 

「実技教育研究指導センターの鈴木です。先日提出されたメールアドレ

スが正しいかのテストメールです。このような形でこれからメールしま

すのでよろしく。」 

 センターから発信する最初のメッセージはこのような

ものである。 

これに対して数分以内に返事が返ってくる。 

「メール届きました。これからもよろしくお願いします。」 

「鈴木先生 

無事受信しました。これからよろしくお願いします m(__)m」 

この時には分からないコース所属も推薦入試で分かって

いる場合は 

メールきました！ 

一回生の○○○です。 

メール受け取りました。 

コースは○○系、です。 

というようになる。 

「○○君。実技教育研究指導センターの鈴木です。この学年で君だけが

メールに返事をくれません。大学に来ているのでしょうか？」 

と送っても返事が無い場合は情報処理センターのサーバ

にある学生用メールアドレスも併用している場合で、最

後の手段として携帯電話をかける。 

 今年の場合悪意無くメールで返事がなかったケースの

殆どがメールソフトの初期設定にミスがあり、閲覧は出

来るのに送信が出来ないケースであった。 

１、@マークなどのアドレスが半角ではなく全角であった 

２、誤認（ｌと１、Ｏと０、-と_、m と rn 等）によるも

の。 

彼らは次のようなメッセージを携帯から送ってくる。 

「返事を返したはずなんですが…うまくつながっていないみたいで

す!!自分の家のパソコンから学校で使っているメ～ルのぺ～ジにつな

ぐことはできなぃんでしょうか??」 

実技教育研究指導センターの鈴木です。 

①自宅のメールソフトに新しいアカウントを追加します。（通常ツ

ールをクリックすると一番下にある） 

②そのアカウントの pop サーバ名に pop.info.hyogo-u.ac.jp を

入力 

③ユーザーID である u040xxx を入力 

④ メ ー ル ア ド レ ス u040xxx@students.hyogo-u.ac.jp と

passward を入力 

⑤smtp サーバは smtp.info.hyogo-u.ac.jp で好いと思うが自宅

プロバイダの”＠プラス以下”の場合もあります。これがおかし

いとメールを送ることができません。 

⑥以上で設定完了です。 

⑦自分宛にメールを送ってみよう。 

「ありがとぅございました!!自分から自分に送ることができましたが、

これからどのよぅにしたら返信しなければならなかった鈴木先生への

メ～ルに返信して登録することができるのでしょうか??」 

実技教育研究指導センターの鈴木です。 

おめでとう。受信箱に未開封の「実技教育研究指導センターから

のお知らせ」があればそれを開封して、「返信」を選んで所属コー

スを含む返事を書いて下さい。それで届きます。 

http://www.art.hyogo-u.ac.jp/hrsuzuki/64thgradeweb.htm 

で自分の名前を確認しておきなさい。こんなに手間をかけた貴女

の顔が見たいので顔写真も送って下さい。もう本日はやすみます。 

「いろいろありがとぅございました…。ですが、受信 box にそのよぅな

メ～ルがありません!!私のやり方が間違ったかもしれないのでまた月

曜に校内からそのメ～ルに返信します!!すいません!」 

実技センターの鈴木です。おはよう！ 

さて昨日の続きをしましょう。今朝すでに送ったいくつかのメー

ルを改めて○○○○さん<u040xxx@students.hyogo-u.ac.jp>に

転送しました。これは未開封ですから、大学まで行かなくても自

宅で開けられます。これらのメールを開けて返事を書いて、回送

先（Cｃ）を自分にしておけば送ったものと同じものが自分に届き

ます。 
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これらのやりとりは偶々今回は入院中の私がベッドの

上で行ったもので、大学に居ない教員と同じく大学に居

ない学生が大学にある情報についてやりとりしたもので

ある。通常このようなコミュニケーションは電話では無

理であり「e-ラーニング」の一種としてのコミュニケー

ションであると考える。 

 これらの通信の基礎データはファイルメーカーで構

築した以下のような個人カードである。 

 
 このカードは何種類かの表示形式によるレイアウトが

あるが、これは顔写真や実際の演奏録音までも含むもの

で、名札を付けている小中学生と違い私服の学生を識別

する唯一の情報である顔写真まで本人の了解を得て入れ

ている。 

 このカードの下の方にあるコラムに通信文を書き込ん

で一番上のボタンの中から「携帯メール送信」をクリッ

クすると彼女の携帯にメールが送られる。「学内発信」だ

と学内メールに、「一斉メール」だと同じ文面が現在選ば

れているすべての学生に、「一斉携帯」だと同じ相手の「携

帯メール」に瞬時に送信できる。 

 授業を無断で休んだ学生に、 

「○○君、今日の授業を無断で欠席しましたが、今日の

ぶん□□□を次の授業では必ずやっておいて下さい」 

と送ると、効果はてきめんである。従来のシステムでは

「呼び出し」という原始的手段しか無かったため、逃げ

得の学生まではフォロー出来なかったのが捕捉でき、指

導も出来る。 

 この携帯メールへの発信はファイルメーカーのマクロ

（スクリプト）を利用する。 

 予めカードのフィールドに次のものを用意しておく。 

①メール通信の本文テキストを書き込むフィールド 

②個人のメールアドレス「携帯用」「学内用」「個人用」

を用意する。学内用アドレスの書き込みはエクセルの表

に氏名その他のデータとして最初に造ったものを利用し、

学籍番号をすべてコピーした列をもう一つ追加し、それ

をすべて半角小文字に一括変換し、置き換えで後ろに

@students.hyogo-u.ac.jp を付加する。一斉に送信すると
きメールソフトによっては１００通以内しか送れないも

のもあるので、しかるべきメールソフトをインストール

しておかなければならない。 

 

 顔写真は本人の携帯電話のカメラ機能を使った添付メ

ールで入手できるが、本人の了解が得られれば最初のコ

ンタクト時にこちらでスナップショットを撮れば得られ

る。 

 これらの個人情報を一括して管理できる上にメールの

発信機としての機能も通常のメールソフトよりも簡単で

便利なので前述のようなやりとりが可能となったのであ

る。 

 グレードテストについての問い合わせや、アナウンス

は現在ではほぼ１００％この方法が徹底されており、次

のようなメールを一斉に送信する。 

 

「実技センター（音楽）の鈴木です。 

いよいよ第６４回ピアノのグレードテストの予告です。今回はピアノだ

けです。詳しくは 

http://www.art.hyogo-u.ac.jp/hrsuzuki/DOC/grade.html 

に出ていますが、今回のテストでＣ以上に合格した場合は、後期の初等

音楽の授業で上級者のクラスに割り振られますが、Ｃ以下の人も受験す

る必要があります。受験する曲が無い超初心者は「受験できるグレード

が無いので、今回は受験出来ません」と返事をして下さい。こちらで判

断して妥当であれば今回のグレードテストはパスすることを許可しま

す。 

★日時２００４年７月１２日、１３日１５日、１６日の都合の良い日の

9:00-12:00 と 13:00-16:00 の都合の良い時間帯を必ず第３希望まで書

いて、受験を希望するグレードとともに返信して下さい。」 

  

数分後にはほぼ半数の学生から返答や質問が入るが、

そのやりとりはそのままカードの記録欄に貼り付けてお

く。後日その学生とのやりとりがすべてチェックできる

ので助かる。 

シーケンシャル・ファイルであるエクセルなどのソフ

トと異なり、ファイルメーカはランダムアクセス・ファ



 12 

イルなので「保存」という操作で前から順番に書き換え

るのではなく書き込み中にトラブルがあっても常に最新

のデータが保存され安全で、検索も簡単で便利である。 

 このカード形式のレイアウトは完全な個人カルテとし

てあらゆる個人情報を蓄積でき、MIDI データすらもテキ

ストファイルで書き込めるので演奏そのものを「録音」

ではなく「記録」できる。この「記録」には「分析可能

な演奏情報」が含まれるため、「e-ラーニング」に限らず

指導や評価に使える。 

 また今年初めて院生の修論のデータ収集のためにイン

ターネットを使用した。インターネット上にアンケート

のページを設定することは従来から行われてきたが、音

楽に関するアンケートではどうしてもCD等のメディアに

頼るかAIFF等のファイルを添付するしか方法が無かった

が、WindowsMediaPlyer をページ上で展開することにより

音を聞きながらリアルタイムにアンケートに答えること

が出来るようになった。 

 

画面左側のウインドウに WindowsMediaPlyer の画面があ

り、音楽や映像が流れる。画面右側にはアンケートに答

える欄が並んでいる。○×△などの選択肢を選んで最後

に送信ボタンを押すだけでアンケートに答えたことにな

る。 

 このインタラクティブな方法を是非実用化したいと考

えているが、現状では兵庫教育大学の情報処理センター

は CGI の利用を許可してくれないので独自のサーバを持

てるまでは無理である。今回は民間の CGI を利用する方

法をとったが不便であった。 

 「e-コミュニケーション」や「e-ラーニング」の究極

の姿はこれを携帯端末まで利用できるようにすることで

ある。授業評価やチェックカード等という現物の「ペー

パー」は不要になるからである。 

そのためにはJAVAや Pearlなどのプログラム言語をもっ

と使いこなせるようにしておかなければならない。 

 

Ｓｕｍｍａｒｙ 

"e- Learning" in piano teaching 
-  Practice in The Center for Practical Education  -  

 
"e- Learning" is a general idea used by the original, 

company education, and "a frame by learning contents" 

and a concept "central teaching oneself" are guidance 

and the just resemblance of The Center for Practical 

Education of our University, and there is not sense 

of incongruity. 

This concept was introduced into a grade test system 

and practical skill guidance of a piano in the center 

early, and the writer developed it as CAPIS(Computer 

Assisted Piano Instruction System) in 1984, and the 

thing of "e- Learning"  was just buttocks the piano 

guidance system which I operated. 

Next CAPIS is epoch-making "e- Learning system" 

having a function of CAI and CMI. 

① An on-line system instead of current offline. 

② It has a function of the ML which a teacher teaches 

directly, but it is a system of teaching oneself 

self-study basically. 

③Mainly on the server which assumes a network based. 

④ Connectable to a distant place as well as LAN. 

⑤ Constitutes a learning unit on a net. 
⑥ Manages always grasp the use situation of a  user. 

⑦ Offering a sound sources & scores through the net 

⑧ Arranges an individual learning form and a form of 

a group freely, too. 

⑨ Automatic accompaniment function, and can make a 

session with it.  

⑩ Available to use them as a score production, 

arrangement, a tool such as composition.  

⑪ Offering scores and sound sources as a music 

library. 

⑫ A CAI by software of automatic evaluation functions 

performance analysis 

⑬ Manages the situation of machine parts / 

environment automatically. 

⑭ A CMI function such as MIE. 

And communication system  with students by an 

E-mail function of a cellular phone is a new trial. 

In addition, I used Internet for data collection of 

master's study for questionnaire processing of the 

first apprentice this year.  

These are for "e-communication" and an ultimate 

figure of "e- learning" to be able to use this system 

to a mobile terminal. 


